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研究成果の概要（和文）：コンドームの適切な使用を阻害する羞恥感情の発生因に関して，購入

状況と使用・使用交渉状況に大別して検討を行った。その結果，購入状況では，男性では行動

指針の不明瞭さが，女性では自己イメージとの不一致が大きな影響を持っていた。一方使用・

使用交渉状況には，男性では評価懸念が，女性では行動指針の不明瞭さが，それぞれ強く影響

していた。両状況ともに，羞恥感情は行動意図を強く阻害していることも明らかとなった。こ

れらの結果を受け，コンドーム購入時の羞恥感情を低減させる介入プログラムが開発された。 

 
研究成果の概要（英文）：The first aim of this study was to clarify the causes and effects 
of embarrassment on the purchasing and using of condoms. The results showed that the 
purchasing of condoms by males was strongly inhibited due to the vagueness in a kind of 
guidelines of condom purchasing behavior, and the purchasing of condoms by females was 
strongly inhibited due to inconsistency with self-image and the purchasing of condoms. 
Moreover, the using of condoms by male was strongly inhibited due to the apprehension 
of partner’s evaluation, and the use negotiating of condoms by females was strongly 
inhibited due to the vagueness in a kind of guidelines of condom using or negotiating 
to use behavior. As implications of these studies on HIV prevention, the intervention 
method of promoting condom purchasing is developed. 
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１．研究開始当初の背景 

我が国において HIV / AIDS 問題は非常に
重要な課題の 1つであり，感染予防に向けて
早急に取り組むべき喫緊の課題である。性に



① 研究 1-1 として，コンドーム購入行動
に及ぼす羞恥感情とその発生因の影響に関
する研究を行った。方法は大学生 503 名（男
性 159 名，女性 344 名）を対象にした質問紙
調査であった。調査用紙には，羞恥感情の下
位感情，羞恥感情の発生因，コンドーム購入
行動意図のそれぞれの測定尺度が含まれて
いた。研究 1-1 における分析モデルの概略図
を図 1に示した。 

関する経験の増加する思春期以降の青年に
対して，コンドームの適切な使用を促すこと
が，HIV ウィルス感染の予防に効果的である。 

青年のコンドーム使用に関して，その大き
な阻害因の 1つとして羞恥感情の存在が指摘
されている（e.g., Helweg-Larsen & Collins, 
1994）。コンドーム使用に関しては，購入段
階，持ち運び段階，保存段階，使用（使用交
渉）段階，処分段階の 5つの段階があるとさ
れているが（e.g., Moore, Dahl, Gorn, & 
Weinberg, 2006），本研究ではこの中でも特
に購入段階と使用（使用交渉）段階の状況に
着目し，これらの状況における羞恥感情の検
討を行うこととした。 

 

羞恥感情は“恥ずかしい”というだけの単
一の感情ではなく，“おどおどした気持ち”，
“ばつの悪さ”といった様々な下位感情の存
在する複合的な感情である（e.g., 樋口, 
2000）。またその発生因として，“他の人にど
う評価されるか気になる”といった「社会的
評価懸念」，“このような私は自分らしくな
い”といった「自己イメージ不一致」，“どの
ようにふるまったらいいかわからない”とい
った「相互作用混乱」，“自分のことをみじめ
だと思う”といった「自尊心低減」の 4種類
が指摘されている（e.g., 樋口, 2003）。 
羞恥感情の基礎研究によって過去に得ら

れてきた知見を利用し，コンドーム購入およ
び使用（使用交渉）を阻害する羞恥感情の特
徴を明らかにすることで，そこでの羞恥感情
を抑制する対策の検討が可能になるだろう。 
 
２．研究の目的 

本研究は，コンドーム購入時ならびに使
用・使用交渉時における羞恥感情が，購入行
動および使用・使用交渉行動に及ぼす影響に
ついて，羞恥感情の下位感情およびその発生
因を明確にした上で検討することを第 1の目
的とした。さらにこの検討の結果を受け，コ
ンドーム購入行動およびコンドーム使用・使
用交渉行動を阻害する羞恥感情の低減を目
指したトレーニングプログラムを開発する
ことを第 2の目的とした。 

本研究は，大きく（1）研究 1：コンドーム
購入行動に及ぼす羞恥感情に関する研究と，
（2）研究 2：コンドーム使用・使用交渉行動
に及ぼす羞恥感情に関する研究の 2つに分け
られる。さらにその上で，①それぞれの状況
における羞恥感情とその発生因を明らかに
し，羞恥感情が各行動に及ぼす影響を検討す
る段階と，②それぞれの状況における羞恥感
情低減プログラムの開発を行う段階に分け
られる。 
 
３．研究の方法 
（1）研究 1：コンドーム購入時における羞恥
感情に関する研究 

 
 

図 1  研究 1-1 および研究 2-1 の概略図 

 
② 研究 1-2 として， コンドーム購入トレ

ーニングプログラムを作成し，その効果の検
討を行った。方法は大学生および大学院生 30
名（男性 13 名，女性 17 名）を対象にした 2
群無作為事前事後計画を利用した介入実験
であった。実験参加者は，ランダムに介入群
と待機群に振り分けられた。介入スケジュー
ルの概要を図 2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（介入群）         （待機群） 
 

図 2 トレーニングスケジュールの概要 

 
（2）研究 2：コンドーム使用・使用交渉時に
おける羞恥感情に関する研究 
① 研究 2-1 として，コンドーム使用・使

用交渉行動に及ぼす羞恥感情とその発生因
の影響に関する検討を行った。方法は大学生
174 名（男性 89 名，女性 85 名）を対象にし
た質問紙調査であった。調査用紙には，羞恥
感情の下位感情，羞恥感情の発生因，コンド
ーム使用・使用交渉行動意図のそれぞれの測
定尺度が含まれていた。研究 2-1 における分
析モデルの概略図を図 1に示した。 
② 研究 2-2 として，コンドーム使用・使

用交渉時における羞恥感情の発生因の詳細
な検討を行った。本来であれば，研究 2-2 と
してはコンドーム使用・使用交渉時の羞恥感
情を低減するためのトレーニングを実施し，
その効果を検討する予定であったが，研究
2-1 で得られた結果からは，倫理的に問題の

羞恥感情の 
発生因 

羞恥感情 行動意図 

Day = X + 42

測定のみ 測定後，トレーニング

事前測定（Pre）: Day =  X

全対象者に測定

介入（Post）: Day =  X +  7

トレーニング後，測定 測定のみ



ない形でのトレーニングプログラムの構成
が困難であることが示された。 

後述するように，コンドーム使用・使用交
渉時には男性はパートナーからの評価を気
にするために羞恥感情が生じ，女性はふるま
い方がわからなくなるために羞恥が生じて
いた。コンドーム使用・使用交渉が行われる
性交渉の状況において，羞恥感情を引き起こ
すこれらの発生因を直接取り扱うことは倫
理的には困難である。 

そこでまず，パートナーからの評価を気に
したり，ふるまい方がわからなくなる理由に
はどのようなものがあるのかについて，18 歳
から 25 歳の 265 名（男性 136 名，女性 129
名）に自由回答形式の調査を実施した。さら
にその上で，20 歳から 25 歳までのコンドー
ム使用経験のない成人 483 名（男性 244 名，
239 名）に対して，羞恥感情，その発生因，
使用・使用交渉行動意図の各測定尺度に加え，
自由回答によって得られた“理由”を測定す
る尺度を加えた質問紙調査を実施した。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1：コンドーム購入状況における羞
恥感情の抑制に関する研究 

① 研究 1-1：コンドーム購入行動に及ぼす
羞恥感情とその発生因の影響 

調査の結果，明らかになったのは以下の 4
点である。1. コンドーム購入行動意図は，
男女ともに羞恥感情によって強く阻害され
ている（男女の順にβ = -.55 / -.59）。2. コ
ンドーム購入時には，男女ともに“恥ずかし
い”，“いたたまれない”といった種類の羞恥
感情を強く感じている。3. コンドーム購入
時の羞恥感情は，男女ともに“どのようにふ
るまったらよいかわからない”といった相互
作用混乱によって引き起こされている（男女
の順にβ = .82 / .55）。4. 羞恥感情を経由
するコンドーム購入行動意図の阻害は，男性
では相互作用混乱の（β = -.45），女性では
“そのような私は自分らしくない”といった
自己イメージ不一致の（β = -.42）影響が
強い。 

これらの結果から，コンドーム購入時の羞
恥感情を低減させ，コンドーム購入を促進さ
せるためには，コンドーム購入時のふるまい
方を教授するトレーニングプログラムが有
効であることが示唆された。この知見を利用
し，研究 1-2 が実施された。 

 
② 研究 1-2：コンドーム購入トレーニング

プログラムの効果 
実験参加者に対して行ったトレーニング

は，コンドーム購入時のイメージ化，VTR に
記録された恥ずかしそうにコンドームを購
入している人物の視聴，VTR に記録された
堂々とコンドームを購入している人物の視

聴の 3 点の内容を含んでいた。VTR の視聴に
よって，コンドーム購入時のふるまい方を直
接教授することが可能になる。 

実験の結果，トレーニングによってコンド
ーム購入時の羞恥感情は短期・長期にわたり
低減し（d = 1.35 / 0.56; 図 3），ふるまい
方がわからないという相互作用混乱は短期
的には低減し（d = 1.14 / 0.15; 図 4），購
入行動意図は長期的には増加する（d = 0.04 
/ 0.74; 図 5）ことが明らかになった。 
今後は，このトレーニングプログラムをよ

り大きな集団に対して実施し，低コストで多
数の対象者に対して実行可能な形にしてい
くことが重要な課題である。 
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図 3 トレーニングによる羞恥感情の低減効果 
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図4 トレーニングによる相互作用混乱の低減効果 
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図 5 トレーニングによる行動意図の増加効果 

 
（2）コンドーム使用・使用交渉状況におけ
る羞恥感情の抑制に関する研究 
① 研究 2-1：コンドーム使用・使用交渉行

動に及ぼす羞恥感情とその発生因の影響 
調査の結果，明らかになったのは以下の 4

点である。1. コンドーム使用・使用交渉行
動意図は，男女ともに羞恥感情によって強く
阻害されている（男女の順にβ = -.41 / 
-.80）。2. コンドーム使用・使用交渉時には，
男女ともに“恥ずかしい”といった種類の羞
恥感情を中心に感じているが，それ以外には
特に目立った特徴は見られない。3. コンド



ーム使用・使用交渉時の羞恥感情は，男性で
は“パートナーにどのように評価されるか気
がかりだ”といった社会的評価懸念によって
（β = .65），女性では“どのようにふるま
ったらよいかわからない”といった相互作用
混乱によって（β = .49）引き起こされてい
る。4. 羞恥感情を経由するコンドーム使
用・使用交渉行動意図の阻害は，男性では社
会的評価懸念の（β = -.30），女性では自己
イメージ不一致（β = -.48）の影響が強い。 
これらの結果から，コンドーム使用・使用

交渉時の羞恥感情を低減させ，コンドーム使
用や使用交渉を促進させるためのトレーニ
ング方法が考察された。すなわち男性にとっ
ては，コンドーム装着の際の不手際がパート
ナーからの評価を懸念させ，その結果羞恥感
情が生じているのであれば，コンドームの迅
速でスムースな装着のための訓練が羞恥感
情の低減に効果的であると予測できる。一方
女性に関しては，ふるまい方を直接教授する
ことが考えられる。しかしながらこれらの方
法は，集団で行うトレーニング方法としては
倫理的に困難でもあるだろう。 

 
② 研究 2-2：コンドーム使用・使用交渉時

における羞恥感情の発生因の検討 
研究 2-1 で明らかになった通り，コンドー

ム使用・使用交渉時においては，男性はパー
トナーからの評価を気にすることで，女性は
ふるまい方がわからなくなることで羞恥感
情が発生していた。そこでなぜそのように感
じてしまうのかを自由回答形式の調査によ
って調査した結果，“愛していないと思われ
るのではないか”，“パートナーに使用を拒否
されるのではないか”，“コンドーム使用に不
慣れである”，“雰囲気が壊れる”といったカ
テゴリが得られた。 

これらのカテゴリを項目化した上で行っ
た調査において，得られた結果は以下の通り
である。1. 男女ともに，パートナーからコ
ンドームの使用を拒否されることの懸念が
強く存在し，それが評価懸念を通して羞恥感
情に影響する（男女の順にβ = .70 / .50），
2. 男女ともに，使用・使用交渉方法がわか
らないことが理由で相互作用混乱が生じ，そ
れが羞恥感情に影響する（男女の順にβ 
= .38 / .41）。  
これらの結果から，性交渉のパートナーと

のコンドーム使用に関する意識の共有化や
使用・使用交渉方法の具体的な教授がコンド
ーム使用・使用交渉時の羞恥感情を低減させ，
適切なコンドーム使用の増加に効果的であ
ると推測された。 

今後の最大の課題は，この知見を利用した
具体的なトレーニングプログラムを開発し，
その効果を検証していくことである。 
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